




























































































































































































































































































































































































































































ガリマール社のバタイユ全集 1970 ― 88 年、全 12 巻、（Les Œuvres complètes de
Georges Bataille, tomes 1 -12, Gallimard, 1970-1988）による。巻数とページの指示は、
O.C., t.1, p.1のように行った。
(  2) これらはボレル医師によるバタイユの精神分析治療の一環として書かれたテ
キストが元になっている。執筆時期は、『眼球譚』が 27 年頃からで、刊行は 28
年である。『太陽肛門』は、同じ頃執筆されるが、刊行は 31年。「松果腺の眼」や
「イエスヴィアス山」の執筆は、もう少し後らしい。




(  4) 「消費の概念」、生田耕作訳、二見書房、『呪われた部分』収録、267 ページ。
O.C., t.7, p.305.
(  5) 『内的体験』、出口裕弘訳、平凡社ライブラリー、409ページ。O.C., t.5, p.215.
(  6) 『呪われた部分』、前出、148ページ。O.C., t.7, p.107.
－ 111 －
過剰さとその行方
(  7) 同前、121 ページ。O.C., t.7, p.90.
(  8) 同前、146ページ。O.C., t.7, p.106.
(  9) 同前、155ページ。O.C., t.7, p.112.
(10) マックス・ウェーバー、『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』、
大塚久雄訳、岩波文庫。以下の引用は、150、152、157、166、339ページ。
(11) 『呪われた部分』、前出、161 ページ。O.C., t.7, p.116. 次の二つの引用は 162
ページ。O.C., t.7, p.117.
(12) 同前、170ページ。O.C., t.7, p.122.
－ 112 －
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